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一アマビデオの作製の取り組み 

 

１ はじめに 

 昨年やってみたかったことが一つでき

ました。それは、二アマビデオの作製。

自分は、電気とは関係のない仕事でした

が、スキルアップしたい方に、もしかして、

役に立つのではないかなと思って作り始

めました。教員だったこともあって、「教え

るのが好き」みたいなものもあったのでし

ょうね。それと、自分自身の勉強というの

もありました。「だいぶ昔に二アマとった

けれど、今ではすっかり忘れてしまって

ね。」と言わなくていい自分になりたいと

思ったのもあります。 

 二アマビデオを公開したところ、たくさ

んの方からメールやＱＳＯ時に、「見た

よ。」中には、「これを見て合格しました。」

みたいな声をいただき、りやって良かっ

たなあと思いました。そして、中には、

「一アマビデオの予定はありますか。」

「一アマビデオも作ってほしいです。」と

いうご質問やご要望がありました。 

 その時は、「二アマでも、やっとこさっと



こだっただし、これが限界。」「一アマは、

二アマと違ってすっごく難しい。」と思っ

ていました。 

 でも、やっぱり、待っている人がいれば、

「やってみようかな。」という気持ちもわき

ますし、自分の一アマが過去の栄光で

はなくて、今の時点で力を付けておくの

が、アマチュア無線大好き人間としての

生き方だなあと思って、心を決めました。 

２ 勉強開始 

（１）まず、一冊やり通しまし。 

 自分は、小さい頃から、あまり勉強が好

きな方ではありませんでした。でも、好き

なことに対して、また目標があることにつ

いては、がんばるタイプです。今回は、こ

の両方に合致していますので、自分のエ

ネルギーをぶつけてみることにしました。 

 昨年の 12 月の国家試験が終わった頃、

勉強を始めました。12月の問題を見てみ

ました。その時の私にとっては、かなり難

しかったです。というか解けない問題が

たくさんありました。 

 そこで、本を買いました。「一アマ集中

ゼミ 東京電機大学出版局」かなり厚い

本です。まず、この本を一冊勉強するこ

とにしました。と言っても、わかるまで読

んでいたら、何年かかるかわかりません。

わかってもわかっても、とにかく読み進め

ました。計算問題は、答えを見たり隠した

りしながら、自分で解いて進めました。 

 平日の午前中は仕事なので、午後から

の時間は、だいぶ勉強に使いました。 

 例えば、コイルとコンデンサで電流の

位相が遅れる、進むなどがあります。ま

だまだ完全に理解したとは言えませんが、

以前よりは、わかるようになりました。それ

と、アンテナが共振するということも、アン

テナの長さだけではなく、インピーダンス

というものが大きな要因であることもわか

ってきました。 

(2)自分で解けるかどうか、自分の力でや

ってみる。 

計算も含めて、最後に全て自分の力で

やってみるといいと思います。見事答え

が合った時は感激です。 

(3)知識問題も一度に完璧に覚えようとし

ないで、覚えて、忘れての繰り返しでい

いと思います。 

 うる覚えでいても、次に同じような問題

に出合った時、以前の知識と結びつい

て、答えが見えてくることもありました。な

んとなくわかった気になったら、次の問

題に進めていっていいと思います。 

(4)やっぱり難しいけれど、強い味方があ

りました。 

わからない問題は、件の書籍に戻ったり、

ネットで勉強したりしました。 

一番よく開いたのが 

http://www.gxk.jp/elec/musen/1ama/in

dex.html 

とても丁寧に、解説されています。でも素

人の私には難しかったです。一番の参

考書でした。 

https://d8759925-3ea5-4238-97e4-

49576e7d0a36.filesusr.com/ugd/9d2407

_07c78543d09149afab78cf781cf6afd9.pdf 

JA2ANM さんのサイト。こちらもきれいに

まとまっていて、勉強になりました。 

(5)あとは問題にあたりながら、勉強しな

がら、ビデオ撮影していきました。 

令和 4 年の 12 月の一アマの問題から

始めて、だんだん遡るように解答を作っ



ていくことにしました。 

 

３ ビデオにしてみて 

(1)それなりには勉強しました。 

「自分が問題を解ける。」というのと、それ

を「人に伝える。」というのは、違いが大き

いです。自分でわかっていないと、伝え

るのは難しいです。ですが、電気の専門

外の者としては、わかりづらいものをどう

やったらわかってもらえるかということも

考えました。それでも、「ここはこういうも

のだと思ってください。」みたいな説明も

ありましたことをご了解ください。 

(2)一問一問のビデオにしました。 

 前回の二アマビデオでは、一気に 30

問近くを説明しました。しかし、一アマで

は、ちょっとそれは無理でした。あまりに

も長い時間になってしまいます。 

 ですから、一問一問ずつ区切ってのビ

デオとしました。短いもので、２，３分、長

いものだと 20 分位のものもあると思いま

す。縮小はしましたが、一つのファイルが

数十メガあります。全て自分のサーバー

においていますが、まだ、当分何とかな

る容量がありそうなので、大丈夫かなと思

っています。 

 途中からは、ビデオ撮影に使ったメモ

もＰＤＦにしてビデオの隣におきました。

最初からすればよかったなあと思います

が、整理整頓がよくないもので、なくなり

ました。 

(3)ビデオ撮影 

 スタジオなどありません。シャックの蛍

光灯スタンドにかめらをご蛍光灯スタンド

にカメラをゴムで巻いて留めて撮影しま

した。 

 撮った素材を、ムービースタジオという

ソフトで、編集しました。編集と言っても、

最初と最後をトリミングする位です。 

 ビデオを見ていただくと、わかるのです

が、結構途中で間違えたけれど、カメラ

を止めずに突っ走ったものもあります。

「臨場感」だと思って見ていただければと

思います。 

 それとは別に、実は、

かなりの回数の撮り直し

をしています。模範解

答をカメラの視線の外

に置いているわけです

が、そればかり見ている

わけにもいかないので、

勉強したことを思い出し



ながら、自分の力で解いていくわけです。

ところが、「あれれれれ？」計算が合わな

い。「次どうだったっけ。」「リリリリリリ・・・

（電話）」「お父さん、ご飯ですよ。（下の

部屋から呼ばれる）」などいろんなことが

ありました。計算問題で５回ぐらい撮りな

おしたのもあるのですよ。 

 

4 問題を解いてみて 

(1)一アマは「難しくて手が出ない。」は違

う 

 以下に書きますが、ものすごく難しいの

もありますが、四アマ程度の知識や、実

際に無線をやっている感覚で解ける問

題も結構あります。計算問題もかなりの

難易があります。一アマに興味のある方

は、是非一度、過去問題とじっくり見てほ

しいと思います。 

 もちろん、選択式だからといって、まぐ

れで入るなどということは、ありえません。

きちんと勉強した人だけが手にすること

ができる資格であることは間違いありませ

ん。 

 電気が専門でなくて、電気の専門知識

がなくても、一アマの試験で求められる

内容は、アマチュア無線大好きならでき

る程度の内容と思っています。 

(２)計算問題にはかなりの難易度差があ

る。 

 「計算問題は難しい。」と何度か申し上

げました。確かにそうです。式に当ては

める変数を整理するだけでも、かなりの

力を問われる問題もあります。でもそのよ

うな問題は初めての出題の場合は、がん

ばるしかありませんが、そのようないわゆ

る超難しい問題は、何回か出題されてい

て、パタンが決まっています。決まってい

るのはパタンであって、変数は、必ず変

わりますし、問われる変数も変わります。

ですから、「勉強しているかどうか。」が問

われるわけです。でもきちんと勉強が整

理できれいればとくことができます。 

 その一方、オームの法則のみで解けて

しまう問題も時々登場します。 

公式に当てはめればいいだけの問題

もあります。私でも、答えを見ないで、す

ぐに答えを出せた問題もかなりありました。 

(３)計算問題だけではない 

 計算問題のことを中心に書きましたが、

それ以外の知識を問われる問題もかなり

あります。述べましたように、過去問をや

っているうちに何度か、同じような問題に

出合えると思いますので、その都度、覚

えた知識を確認していけれいいのかなあ

と思っています。 

 アンテナを作っている方、遠距離通信

をねらっている方、物づくりをしている方

などは、自分のやっていることで、答えが

見えてくるものも多くあります。計算問題

以外でもけっこうな点数になると思いま

す。 

 

５ 是非一アマに挑戦してほしい。 

なぜ、一アマに挑戦してほしいか。そ

れは「自分自身のスキルアップを図って

ほしい。」それに尽きると思います。 

 私は、１ｋw の免許を受けています。一

アマのライセンスでなければ受けることが

できません。しかし、一アマを持っている

人が全て、500ｗや１ｋｗを出せる環境に

あるわけではないでしょうし、「そんなパワ

ーは必要ない」とおっしゃる方も多いと思



います。 

 一アマは、自分のスキルアップの証し

だと私は思っています。御承知の通り、

アマチュア無線には四級から一級の４つ

のライセンスがあります。四級と三級は、

いわゆる初級免許として、入門用そして、

幅広く楽しむための資格と思っています。

一方、二級と一級は、私の考えですが、

自分自身が幅広く楽しむのに加えて、ア

マチュア無線を守っていく、アマチュア

無線の振興に力をいれていく、そんな立

場も加わるのではないかと思っています。 

 本当にアマチュア無線が好きな方は、

是非、上級資格を目指してほしいと思い

ます。きっとパワー以上に、アマチュア無

線のすばらしさが、違う角度から見え、私

のお話したことが実感として、感じると思

います。 

 

６ 最後に 

まだ過去問一年分ちょっと解いただけで、

まだまだ完成版とは言えません。これか

らも勉強して、時間を見つけながら、更

新して参りたいと思います。 

 また、明らかな間違いなどがありました

ら、ご指摘いただきますようお願いします。 

 最後に、このビデオが皆様のスキルア

ップの一助になることを願いつつ、これ

からもいろいろな角度から、アマチュア

無線の発展につながることを考えていき

たいと思います。 

 

ＪＨ８ＣＢＨ 佐々木 朗 

ビデオは  

http://www.edu-hakodate.jp/sasaki/jh8cbh/ichiama/index.html 

にあります。 


